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当
該
研
究
事
業
で
は
、
現
在
の
認
知
症
介
護 

実
践
研
修
体
系
全
体
を
見
直
す
こ
と
と
し
、 

以
下
の
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。 

①
「
実
践
者
研
修
」
・
「
実
践
リ
ー
ダ
ー 

研
修
」
双
方
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
し
、 

認
知
症
の
介
護
技
術
を
取
り
入
れ
た
実
践
的
な 

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再
構
築
す
る
と
と
も 

に
、
科
目
ご
と
の
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
を
行
う
。 

あ
わ
せ
て
こ
れ
ら
の
見
直
し
を
踏
ま
え
「
指
導 

者
研
修
」
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
直
す
。 

②
新
た
な
研
修
体
系
の
一
部
を
成
す
も
の
と
し 

て
、
介
護
現
場
で
認
知
症
の
基
礎
知
識
を
有
し 

て
い
な
い
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
多
い
こ
と
を
解
消 

す
る
た
め
に
、
短
期
間
で
受
講
で
き
る
研
修 

（
以
下
「
認
知
症
介
護
基
礎
研
修
（
仮
称
）
」 

と
い
う
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
。 

ま
た
、
研
修
事
業
全
体
に
関
し
、
介
護
現
場
の 

人
達
が
受
講
し
や
す
い
研
修
と
す
る
た
め
に
、 

単
位
制
研
修
、
通
信
教
育
制
度
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン 

グ
等
を
活
用
し
た
研
修
方
法
の
構
築
に
つ
い
て 

の
検
討
に
着
手
す
る
。 

 

本
年
一
一
月
現
在
に
お
い
て
当
該
研
究
事 

業
は
継
続
中
で
あ
り
、
研
修
方
法
の
構
築
等
に 

つ
い
て
は
来
年
度
以
降
に
引
き
続
き
検
討
を 

行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
新
た
な 

研
修
体
系
の
制
度
的
な
導
入
に
つ
い
て
は
、 

本
研
究
事
業
の
成
果
を
踏
ま
え
、
実
施
要
綱 

改
正
な
ど
所
要
の
準
備
事
務
を
勘
案
す
べ
き
で 

あ
る
た
め
、
早
く
て
も
平
成
二
八
年
度
以
降
の 

導
入
を
想
定
し
て
い
る
。 

今
回
は
、
「
認
知
症
・
虐
待
防
止

対
策
推
進
室
関
係
」
に
つ
い
て 

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

○
認
知
症
施
策
推
進
５
か
年
計
画
に
つ
い
て （

抜
粋
） 

  

認
知
症
施
策
推
進
５
か
年
計
画
は
、
平
成
二
五

年
度
か
ら
平
成
二
九
年
度
ま
で
の
五
年
間
の
計
画
と

し
て
、
必
要
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い
て

数
値
目
標
を
定
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、 

平
成
二
七
年
度
か
ら
の
第
六
期
介
護
保
険
事
業 

（
支
援
）
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
指
針
案
で
は
、 

①
地
域
ご
と
に
、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
（
認
知
症
の 

状
態
に
応
じ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
流
れ
）
を

確
立
し
、
そ
の
内
容
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
に

反
映
す
る
こ
と 

②
各
都
道
府
県
及
び
各
市
町
村
の
認
知
症
施
策
に 

つ
い
て
具
体
的
な
計
画
を
定
め
て
い
た
だ
く
こ
と 

を
依
頼
し
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、
認
知
症
施
策
推

進
５
か
年
計
画
に
定
め
る
各
種
施
策
の
推
進
に
努
め

ら
れ
た
い
、
と
し
て
い
る
。 

更
に
以
下
は
認
知
症
に
関
す
る
介
護
従
事
者
研
修

の
見
直
し
に
絞
っ
て
お
伝
え
す
る
。 

○
認
知
症
に
関
す
る
介
護
従
事
者
研
修
の
見
直
し

に
つ
い
て
（
抜
粋
） 

  

「
認
知
症
介
護
実
践
者
研
修
」
及
び
「
認
知
症

介
護
実
践
リ
ー
ダ
ー
研
修
」
に
つ
い
て
は
、
「
認

知
症
介
護
実
践
者
等
養
成
事
業
の
円
滑
な
運
営
に

つ
い
て
」
（
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日 

老
計
発

０
３
３
１
０
０
７
号
厚
生
労
働
省
老
健
局
計
画
課

長
通
知
）
に
お
い
て
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
示
し

て
お
り
、
各
都
道
府
県
・
指
定
都
市
は
こ
れ
を 

参
考
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

独
自
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
本
年
度
の
研
究
事
業
に
お
い
て
、
研
修

体
系
及
び
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
検
討
を

行
っ
て
い
る
。 
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研
修
の
ね
ら
い 

一
．
我
が
国
の
介
護
を
取
り
巻
く
状
況
を
理
解
す
る 

二
．
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
及
び
介
護
保
険
法 

改
正
に
つ
い
て
理
解
す
る 

三
．
新
し
い
総
合
事
業
に
つ
い
て
概
要
を
理
解
す
る 

  

さ
て
、
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
っ
て
何
？ 

介
護
保
険
法
が
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
る
の
？ 

新
し
い
総
合
事
業
（
新
し
い
介
護
予
防
・
日
常
生
活 

支
援
総
合
事
業
）
っ
て
何
？ 

な
ん
だ
か
難
し
そ
う
で
す
が
、
大
ま
か
に
そ
の
趣
旨
や

内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。 

 

《
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
の
趣
旨
》 

 

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る
た
め
の

改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
、

効
率
的
か
つ
質
の
高
い
医
療
提
供
体
制
を
構
築
す
る
と

と
も
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

を
通
じ
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な

確
保
を
推
進
す
る
た
め
、
医
療
法
、
介
護
保
険
法
等
の

関
係
法
律
に
つ
い
て
の
所
要
の
整
備
を
行
う
。 

《
介
護
保
険
制
度
の
改
正
案
の
主
な
内
容
に つ

い
て
》 

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築 

 

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
、
介
護
、
医
療
、
生
活
支
援
、

介
護
予
防
を
充
実
。 

②
費
用
負
担
の
公
平
化 

 

低
所
得
者
の
保
険
料
軽
減
を
拡
充
。
ま
た
、
保
険

料
上
昇
を
で
き
る
限
り
抑
え
る
た
め
、
所
得
や
資
産

の
あ
る
人
の
利
用
者
負
担
を
見
直
す
。 

 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を 

人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
包
括
的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制

（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）
の
構
築
を
実
現
。 

・
今
後
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
認
知
症
高
齢
者
の
地
域
で
の
生
活
を

支
え
る
た
め
に
も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の 

構
築
が
重
要
。 

・
人
口
が
横
ば
い
で
七
五
歳
以
上
の
人
口
が
急
増

す
る
大
都
市
部
、
七
五
歳
以
上
人
口
の
増
加
は 

緩
や
か
だ
が
、
人
口
は
減
少
す
る
町
村
部
等
、 

高
齢
化
の
進
展
状
況
に
は
大
き
な
地
域
差
が
生
じ

て
い
る
。 

・
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者
で
あ
る
市
町

村
や
都
道
府
県
が
、
地
域
の
自
主
性
や
主
体
性
に

基
づ
き
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
作
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
必
要
。 

 

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
い
か
が
で
し
た
か
？ 

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
、
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
、
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
一
つ
に
「
住
民
主
体
に
よ
る
支
援
」
と 

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
住
民
主
体
に
よ
る
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
や
、
住
民
主
体
に
よ
る
通
所
介
護
？
と

思
い
ま
す
が
、
定
年
間
近
の
自
分
が
、
こ
の
ま
ま

ず
っ
と
健
康
で
あ
れ
ば
、
高
齢
に
な
っ
て
も
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
何
か
役
に
立
て
る
か
も 

し
れ
な
い
、
そ
ん
な
期
待
を
抱
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
研
修
参
加
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。 

『
こ
の
よ
う
な
研
修
会
に
お
い
て
、
政
策
の 

外
枠
を
し
っ
か
り
理
解
し
、
自
身
で
内
枠
の 

部
分
を
「
調
べ
て
、
理
解
し
て
、
考
え
る
」 

そ
し
て
「
発
信
す
る
」
と
い
う
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。
常
に
情
報
に
精
通
し
、
視
野
を
広
げ
て

様
々
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
介
護 

福
祉
士
の
役
割
で
あ
る
と
考
え
る
。
」
（
井
本
） 

一
月
三
一
日
、
千
葉
県
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
て
「
先
取
り
学
習 

医
療
・
介
護
推
進
総
合
法
案 

Ｈ
２
７
．
４
月
施
行
」
と
い
う 

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

講
師
は
松
下
や
え
子
氏
で
す
。 

 

 

 

《
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
向
け
て
》 

・
日
本
は
、
諸
外
国
に
例
を
見
な
い
ス
ピ
ー
ド
で 

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
六
五
歳
以
上
の
人
口
は
、

現
在
三
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
て
お
り
（
国
民
の
約
四

人
に
一
人
）
、
二
〇
四
二
年
に
は
約
三
九
〇
〇
万
人

と
な
り
、
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。 

・
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
団
塊
世
代
（
約
八
〇
〇

万
人
）
が
七
五
歳
以
上
と
な
る
二
〇
二
五
年
（
平
成

三
五
年
）
を
目
途
に
、
高
齢
者
の
尊
厳
の
保
持
と 

自
立
生
活
の
支
援
の
目
的
の
も
と
で
、
可
能
な
限
り 
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日
常
生
活
活
動
は
、
一
人
の
人
間
が
独
立
し
て
活
動 

す
る
た
め
に
行
う
基
本
的
な
、
し
か
も
各
人
と
も
に
共
通

に
毎
日
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
動
作
で
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
過
程
や
、
ゴ
ー
ル
設
定
に
当
た
っ
て
、
こ
れ
ら

の
動
作
を
健
常
者
と
量
的
、
質
的
に
比
較
す
る
の
が
Ａ
Ｄ

Ｌ
検
査
で
す
。 

 

Ａ
Ｄ
Ｌ
は
、
対
象
者
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の 

人
的
、
物
的
、
社
会
的
環
境
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
。
対
象

者
を
検
査
す
る
場
合
は
、
対
象
者
の
現
状
で
あ
る
「
し
て

い
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
」
と
対
象
者
の
能
力
で
あ
る
「
で
き
る
Ａ
Ｄ

Ｌ
」
を
区
別
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

バ
ー
セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
は
一
九
六
五
年
、
Ｍ
ａ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
ｙ
と
Ｂ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
ｅ
ｌ
に
よ
っ
て
、
神
経
筋
疾
患
、

筋
骨
格
系
疾
患
を
持
っ
た
人
を
対
象
と
し
て
発
表
さ
れ
た

Ａ
Ｄ
Ｌ
評
価
で
す
。
こ
の
検
査
で
は
、
通
常
「
で
き
る
Ａ

Ｄ
Ｌ
」
を
評
価
し
ま
す
。 

自
立
度
に
応
じ
て
点
数
を
設
定
し
て
お
り
、
全
項
目 

が
自
立
の
場
合
は
一
〇
〇
点
と
な
り
、
全
項
目
が
全
介
助

の
場
合
は
〇
点
と
な
り
ま
す
。
目
安
と
し
て
、
総
合
点
が

二
〇
点
以
下
で
は
全
て
介
助
が
必
要
な
全
介
助
、
四
〇
点

以
下
な
ら
ほ
ぼ
全
て
の
項
目
に
介
助
が
必
要
で
、
介
助
量

が
多
く
、
六
〇
点
以
下
で
は
起
居
移
動
動
作
を
中
心
に
介

助
が
必
要
で
、
介
助
量
が
少
な
い
と
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
総
合
点
を
見
た
だ
け
で
は
、
具
体
的

な
Ａ
Ｄ
Ｌ
能
力
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
〇
〇
点
満

点
で
あ
っ
て
も
、
地
域
社
会
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

  

バ
ー
セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
機
能
的
評
価
は
、
簡
便
で

実
用
的
な
た
め
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
転
倒
転
落
等
の
対
策
に
選
別
化
が
し
や

す
く
、
適
切
な
人
員
配
置
が
で
き
る
な
ど
、
効
率
よ
く 

事
故
防
止
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
ツ
ー
ル
の
一
つ
で

す
。 

 

特
に
高
齢
者
に
お
い
て
は
、
尿
意
や
便
意
が
あ
っ
て
も

歩
行
な
ど
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
が
伴
わ
ず
に
転
倒
転
落
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
排
泄
介
助
を
含
む
ト
イ
レ
周
囲
の

環
境
を
整
え
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。
バ
ー
セ
ル
イ

ン
デ
ッ
ク
ス
で
は
、
歩
行
や
移
動
動
作
に
つ
い
て
、
状
態

の
把
握
が
し
や
す
い
四
段
階
と
な
っ
て
お
り
、
総
合
点
だ

け
で
は
な
く
、
項
目
ご
と
に
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
も 

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

利
用
者
の
情
報
提
供
書
な
ど
に
も
バ
ー
セ
ル
イ
ン
デ
ッ

ク
ス
の
機
能
評
価
を
採
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
知
っ
て
お
く
と
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

「
し
て
い
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
」
と
「
で
き
る
Ａ
Ｄ
Ｌ
」
。 

こ
の
区
別
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
「
で
き
る
の
に
し
て
い

な
い
Ａ
Ｄ
Ｌ
」
を
見
つ
け
、
ど
の
よ
う
に
支
援
し
た
ら 

よ
い
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
、
事
故
対
策
に
つ
な
が
り

ま
す
。 

バ
ー
セ
ル
イ
ン
デ
ッ
ク
ス 

こ
の
評
価
は
以
下
の
一
〇
項
目
を
、
各
項
目
の
判
断

基
準
を
基
に
「
自
立
」
「
部
分
介
助
」
「
全
介
助
」

に
判
定
し
ま
す
。 

①
食
事
②
車
椅
子
・
ベ
ッ
ド
間
の
移
乗
③
整
容
動
作 

④
ト
イ
レ
動
作
⑤
入
浴
⑥
水
平
面
の
歩
行
・
車
椅
子

の
移
動
⑦
階
段
昇
降
⑧
更
衣
動
作
⑨
排
便
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
⑩
排
尿
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

晴れときどき にじ 
事故に時効はなし 

 

 

 

食事 自立（10）：自助具などの装着可、標準時間内に食べ終える  

部分介助（5）：おかずを切って細かくしてもらうなど   全介助（0） 

車椅子・ベッド間 

の移乗 

自立（15）：ブレーキ、フットレストの操作も含む  部分介助（10）：軽度の部分介助又は

監視を要する  部分介助（5）：座ることは可能であるが介助が必要  全介助（0） 

整容 自立（5）：洗面、整髪、歯磨き、ひげ剃りなど、準備や洗浄なども含む 

全介助（0）：部分介助又は不可能 

トイレ動作 自立（10）：衣服の着脱、後始末を含む ポータブルトイレや尿器を使用している場合は

その洗浄も含む  部分介助（5）：体を支える、衣服の着脱、後始末に介助を要する 

全介助（0）：全介助又は不可能 

入浴 自立（5）   全介助（0）：部分介助又は不可能 

平地歩行 

（又は車椅子操作） 

自立（15）：４５ｍ以上の歩行、補装具（車椅子・歩行器除く）の使用の有無は問わない 

部分介助（10）：４５ｍ以上の介助歩行、歩行器の使用を含む 

部分介助（5）：歩行不能の場合、車椅子にて４５ｍ以上の操作が可能  全介助（0） 

階段昇降 自立（10）：手すりなどの使用の有無は問わない   

部分介助（5）：介助又は監視を要する  全介助（0）：全介助又は不能 

更衣 自立（10）：靴、ファスナー、装具の着脱を含む   

部分介助（5）：標準的な時間内で、半分以上は自分で行える  全介助（0） 

排便コントロール 自立（10）：失禁なく、浣腸や座薬の取り扱いも可能  部分介助（5）：時に失禁あり、浣

腸や座薬の取り扱いに介助を要する者も含む 全介助（0）：失禁状態 

排尿コントロール 自立（10）：失禁なく、集尿器の取り扱いも可能  部分介助（5）：時に失禁あり、集尿器

の取り扱いに介助を要する者も含む  全介助（0）：失禁状態 
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食
育
の
会 

 

～
食
べ
る
力
・
育
て
る
力
～ 

看
護
師
・
食
育
指
導
士 

す
ま
い
る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長 

門
屋 

千
鶴 
氏 

ご
ま
：
ゴ
マ
や
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
種
実
類 

 

老
化
の
原
因
と
な
る
活
性
酸
素
を
防
ぐ
抗
酸
化
栄
養

素
が
豊
富 

わ
か
め
：
わ
か
め
、
ひ
じ
き
、
の
り
な
ど
の
海
藻
類 

 

水
溶
性
の
食
物
繊
維
。
カ
リ
ウ
ム
・
カ
ル
シ
ウ
ム
が

豊
富 

や
さ
い
：
緑
黄
色
野
菜
、
淡
色
野
菜 

 

カ
リ
ウ
ム
、
鉄
、
ビ
タ
ミ
ン
、
食
物
繊
維
な
ど 

さ
か
な
：
あ
じ
・
い
わ
し
な
ど
の
魚
類 

 

Ｄ
Ｈ
Ａ
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
る
良
質
な
蛋
白
質 

し
い
た
け
：
し
い
た
け
、
し
め
じ
、
え
の
き
だ
け
な
ど

の
キ
ノ
コ
類 

 

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
食
物
繊
維
が
豊
富 

い
も
：
さ
つ
ま
い
も
・
さ
と
い
も
・
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど

の
芋
類 

 

腸
内
環
境
を
整
え
る
食
物
繊
維
が
豊
富 

◎
日
本
人
の
死
因
の
約
六
割
が
「
生
活
習
慣
病
」 

 

生
活
習
慣
病
と
は
、
文
字
通
り
「
食
生
活
や 

運
動
の
習
慣
、
ス
ト
レ
ス
・
た
ば
こ
に
よ
る
生
活

習
慣
が
原
因
と
な
っ
て
発
症
す
る
病
気
」
の
総
称

で
す
。
実
際
、
最
近
よ
く
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え

た
病
気
の
中
に
は
、
生
活
習
慣
病
で
あ
る
病
気
も

多
い
の
で
す
。 

 

生
活
習
慣
病
の
中
に
は
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま

ま
進
行
し
、
気
づ
い
た
時
に
は
症
状
が
重
く
な
る

病
気
も
あ
る
の
で
要
注
意
で
す
。
し
か
も
驚
く
こ

と
に
日
本
人
の
死
因
の
ト
ッ
プ
は
生
活
習
慣
病

で
、
中
で
も
「
ガ
ン
」
「
心
臓
病
」
「
脳
卒
中
」

は
三
大
生
活
習
慣
病
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
三
つ
の

病
気
で
死
亡
原
因
全
体
の
約
六
割
を
占
め
る
ほ

ど
。
そ
の
意
味
で
も
、
日
ご
ろ
の
食
事
・
運
動
・

ス
ト
レ
ス
・
喫
煙
・
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
を 

も
う
一
度
、
見
直
す
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

ま
ず
は
、
食
生
活
か
ら
見
直
し
ま
し
ょ
う
！ 

（
剣
持
） 

ブロック活動 

レポート 

 

 

 

平
成
二
六
年
一
一
月
一
五
日
、
木
更
津
市
市
民
総
合

福
祉
会
館
に
お
い
て
、
門
屋
千
鶴
氏
に
よ
る
「
食
育
の

会
～
食
べ
る
力
・
育
て
る
力
～
」
と
い
う
研
修
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
研
修
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。 

 

◎
人
に
と
っ
て
「
食
」
と
は
？ 

 

人 

に 

良
い 

→ 

食
と
い
う
字
に
な
る 

◎
食
養
と
は
？ 

 

羊 

豊
か
さ
の
象
徴
・
食 

人
に
良
い 

→
食
養 

◎
食
育
と
は
？ 

 

様
々
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る
知
識
と

「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と 

◎
人
間
に
必
要
な
栄
養
素 

三
大
栄
養
素
（
熱
源
栄
養
素
） 

①
蛋
白
質 

体
力
・
成
長
を
促
す
動
物
性 

 
 

細
胞
・
骨
・
歯
・
皮
膚
・
髪
・
爪
な
ど
の
植
物
性 

②
炭
水
化
物 

 
 

ブ
ド
ウ
糖
：
古
代
は
溜
め
る
も
の
、 

現
代
は
溜
ま
る
も
の 

③
脂
質
：
細
胞
膜
・
血
液
・
ホ
ル
モ
ン
の
原
料
と
な
る 

 
 
 
 
 

＋ 

五
大
栄
養
素
（
保
全
栄
養
素
） 

④
ビ
タ
ミ
ン
（
太
陽
の
恵
み
） 

⑤
ミ
ネ
ラ
ル
（
大
地
・
海
の
恵
み
） 

 
 
 
 
 

＋ 

六
大
栄
養
素 

⑥
食
物
繊
維
（
地
球
か
ら
の
贈
り
物
） 

◎
食
養
（
何
を
食
べ
る
か
？
） 

※
ま
ご
は
や
さ
し
い 

～
昭
和
三
五
年
代
～ 

ま
め
：
大
豆
・
小
豆
な
ど
の
豆
類
、
納
豆
や
豆
腐
な
ど
の 

大
豆
加
工
食
品 

 

良
質
な
蛋
白
質
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の 

ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富 

 

 

 

 

 

 

 

           （仮）認定介護福祉士 

             八須 祐一郎氏 
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○
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会 

「
介
護
職
員
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
！
」 

〈
参
加
者
よ
り
〉 

 

・
介
護
技
術
の
基
本
的
な
こ
と
が
理
解
で
き
た 

 

・
移
動
、
移
乗
用
具
の
使
用
方
法
が
わ
か
っ
た 

 

・
介
護
保
険
の
改
正
に
つ
い
て
、
最
新
情
報
を
聞
く

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た 

 

○
北
総
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会 

 

「
重
要
な
安
楽
姿
勢
の
介
護
を
理
解
し
よ
う
」 

〈
参
加
者
よ
り
〉 

 

・
根
拠
の
も
と
に
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ 

 

・
職
場
で
の
研
修
以
上
に
細
か
い
点
を
理
解
で
き
た 

    

○
研
修
委
員
会
研
修
会 

「
医
療
・
介
護
総
合
確
保
推
進
法
と
介
護
保
険
法
改
正
」 

 

新
し
い
法
に
関
心
が
高
く
、
管
理
者
・
関
係
者
の

他
、
現
場
の
ヘ
ル
パ
ー
も
自
己
研
鑽
と
し
て
の
参
加
が

多
数
み
ら
れ
た
。
多
く
の
資
料
も
あ
り
、
理
解
が
し
や 

 

す
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

（
尾
畑
） 

〈
参
加
者
よ
り
〉 

 

・
改
正
後
の
事
を
一
足
早
く
知
る
こ
と
が
で
き
た 

 

・
ヘ
ル
パ
ー
に
説
明
す
る
の
に
勉
強
に
な
っ
た 

 

・
今
後
の
ケ
ア
マ
ネ
試
験
の
参
考
に
な
っ
た 

 
 

研
修
案
内 

研
修
報
告 

○
事
業
委
員
会
研
修
会 

「
日
々
の
実
践
を
他
者
に
伝
え
る
た
め
に 

 

～
実
践
か
ら
研
究
へ
の
展
開
～
」  

『
介
護
福
祉
士
の
国
家
資
格
が
誕
生
し
て
二
七
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
少
子
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
い
の
ち
と
生
活
を
護
る 

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
も
幾
度
と
な
く
改
正
さ
れ
、
多
様
化
し

て
き
ま
し
た
。
要
介
護
者
が
支
援
を
受
け
な
が
ら
も
そ
の

人
ら
し
い
人
生
を
全
う
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
私
た
ち 

介
護
福
祉
士
は
日
々
の
実
践
の
中
か
ら
得
た
実
践
値
を 

専
門
職
知
と
し
て
普
遍
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

 

介
護
研
究
の
視
点
を
養
い
、
日
々
の
実
践
活
動
を
ま
と

め
、
介
護
の
専
門
性
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
今
回
の
研
修
会
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。
』 

 

日 

時
：
四
月
五
日
（
日
） 

一
〇
時
か
ら 

内 

容
：
（
講
義
）
介
護
実
践
に
お
け
る 

「
量
的
研
究
」
「
質
的
研
究
」 

 
 
 
 

（
Ｇ
Ｗ
）
身
近
に
あ
る
テ
ー
マ
を
考
え
よ
う
！ 

 
 
 
 

（
Ｇ
Ｗ
）
研
究
方
法
を
計
画
し
て
み
よ
う
！ 

講 

師
：
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

准
教
授 

篠
崎 

良
勝
氏 

会 

場
：
千
葉
県
経
営
者
会
館 

二
階
研
修
室 

 
 
 
 

※
千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
隣
り 

参
加
費
：
会
員
・
準
会
員 

一
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 

一
般 

 
 
 
 

三
〇
〇
〇
円 
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○
白
黒
つ
け
な
い 

→
多
く
の
こ
と
は
白
黒
つ
け
難
い
。
現
実
を
そ
の
ま
ま

受
け
入
れ
る 

○
八
〇
点
で
満
足
す
る 

→
完
全
主
義
を
や
め
る
。
足
り
な
い
も
の
に
目
を
向
け

る
の
で
は
な
く
、
今
出
来
て
い
る
か
に
目
を
向
け
る 

○
何
で
も
褒
め
て
み
る 

→
イ
ラ
イ
ラ
の
対
象
を
け
な
さ
ず
、
褒
め
て
み
る 

逆
の
視
点
で
見
る 

○
そ
の
場
を
離
れ
る 

→
冷
静
に
な
る
為
の
退
去
戦
略
。
気
分
転
換
す
る 

チ
ャ
ン
ス 

○
気
分
転
換
で
き
る
も
の
を
用
意
す
る 

→
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
温
か
い
飲
み
物
・
笑
え
る 

漫
画
・
気
が
休
ま
る
絵
・
・
・ 

○
過
去
と
未
来
を
考
え
な
い 

→
今
、
こ
の
場
所
に
集
中
す
る 

○
他
の
人
と
比
較
し
な
い 

→
イ
ラ
イ
ラ
の
原
因
は
自
分
に
あ
る
こ
と
を
認
め
、 

自
分
で
鎮
め
る 

○
理
想
の
人
を
み
つ
け
、
真
似
を
す
る 

→
理
想
の
人
の
マ
ネ
を
す
る
う
ち
に
、
そ
の
人
の
性
格

に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る 

○
嬉
し
か
っ
た
こ
と
・
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
書
く 

→
イ
ラ
イ
ラ
し
た
考
え
方
を
切
り
替
え
る 

○
成
功
体
験
を
思
い
出
す 

→
何
か
や
り
遂
げ
た
こ
と
、
上
手
く
い
っ
た
時
の
こ
と

を
思
い
出
す
。
自
信
を
取
り
戻
し
、
勇
気
が
出
て
く
る 

○
体
調
を
管
理
す
る 

→
体
調
が
悪
い
時
は
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
く
な
る
。 

身
体
の
調
子
が
良
く
な
い
時
は
、
意
図
的
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る 

 

職
場
で
の
人
間
関
係
な
ど
で
悩
ん
だ
り
イ
ラ
イ
ラ
し

た
り
し
た
時
、
何
か
一
つ
で
も
試
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
子
育
て
や
夫
婦
間
で
も
参
考
に 

な
る
か
も
・
・
・
？ 

 

 

仕
事
中
、
利
用
者
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
わ
り
の
中
で
イ
ラ

イ
ラ
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

 

今
企
業
や
教
育
現
場
で
、
怒
り
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
ア

ン
ガ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
生
ま
れ
の
心
理
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
怒
り
の
感
情
を
抑

え
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
使
い
怒
り
や
イ
ラ
イ
ラ
の
原
因
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
怒
り
に
つ
な
が
ら
な
い
会
話
術
を
学
び
ま
す
。 

 

山
口
県
の
あ
る
介
護
施
設
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
ア
ン
ガ
ー

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
こ
と
で
、
利
用
者
と
の
ト
ラ
ブ

ル
が
減
り
、
仕
事
が
効
率
化
さ
れ
、
残
業
時
間
も
減
っ
た
と

い
う
事
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

全
国
で
研
修
・
講
習
会
等
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
こ

れ
だ
け
は
押
さ
え
て
お
き
た
い
心
得
」
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
○
イ
ラ
イ
ラ
を
点
数
化
す
る 

→
自
分
の
イ
ラ
イ
ラ
を
一
〇
段
階
評
価
で
点
数
に
し
て
、
何
に 

対
し
て
強
く
怒
っ
て
い
る
か
わ
か
る 

○
イ
ラ
イ
ラ
を
書
き
出
す 

→
書
く
作
業
で
冷
静
に
な
り
、
イ
ラ
イ
ラ
を
客
観
的
に
見
つ
め
る

こ
と
が
で
き
る 

○
イ
ラ
イ
ラ
に
優
先
順
位
を
つ
け
る 

→
イ
ラ
イ
ラ
に
ど
れ
く
ら
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
労
力
を
配
分
す
る

か
、
優
先
順
位
を
つ
け
る 

○
色
々
な
価
値
観
を
楽
し
む 

→
十
人
十
色
。
相
手
の
価
値
観
を
受
け
入
れ
て
み
よ
う 

○
魔
法
の
呪
文
を
用
意
す
る 

→
「
大
丈
夫
」
「
こ
れ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
！
」
「
や
れ
ば
で
き
る
」 

気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
、
励
ま
す
時
に
効
果
的 

○
大
き
く
ゆ
っ
く
り
呼
吸
す
る 

→
心
身
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す
こ
と
が
で
き
る 

○
計
画
・
準
備
を
し
て
お
く 

→
イ
ラ
イ
ラ
す
る
予
想
で
き
る
時
は
、
そ
れ
に
備
え
て
イ
ラ
イ
ラ

し
な
い
よ
う
対
処
法
を
考
え
て
み
る 

 

○
平
成
二
七
年
度
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
研
修 

『
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り 

在
宅
で
暮
ら
す
こ
と
は
多
く
の
高
齢
者
が
望
む

こ
と
で
す
。
在
宅
生
活
継
続
の
た
め
に
は
訪
問

介
護
の
利
用
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
中
で
も 

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
担
う
役
割
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
自
事
業
者
の
訪
問
介
護
員
の 

調
整
・
指
導
・
教
育
な
ど
多
く
の
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の 

仕
事
や
業
務
に
必
要
な
内
容
を
学
ぶ
こ
と
で
、

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
は
か
る

為
、
本
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
』 

 

日 

時
：
①
五
月
三
〇
日
（
土
） 

②
六
月
一
四
日
（
日
） 

③
六
月
二
〇
日
（
土
） 

④
七
月
四
日 

（
土
） 

⑤
七
月
一
二
日
（
日
） 

⑥
七
月
一
八
日
（
土
） 

 
 

 
 

 

※
全
三
六
時
間 

会 

場
：
千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

定 

員
：
四
〇
名 

先
着
順 

受
講
料
：
会
員
：
二
三
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 

一
般
：
三
三
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 

同
時
入
会
：
三
六
〇
〇
〇
円 

締
め
切
り
：
四
月
二
二
日
（
水
）
必
着 

※
受
講
要
件 

 

介
護
福
祉
士
資
格
を
有
し
、
か
つ
訪
問
介
護

事
業
所
に
於
い
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
を 

担
っ
て
い
る
者
、
及
び
今
後
サ
ー
ビ
ス
提
供 

責
任
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者 

※
全
科
目
三
六
時
間
を
受
講
で
き
な
い
場
合
で

も
、
三
年
以
内
で
あ
れ
ば
繰
越
受
講
可
能 
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者
施
設
で
生
活
し
て
い
て
も
、
低
栄
養
状
態
の
中
・
高
リ
ス 

ク
の
人
が
多
く
出
現
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
リ
ス
ク
が
高
い
ほ

ど
回
復
に
日
数
が
か
か
る
傾
向
に
あ
る
と
い
う
事
実
も
あ
り
ま

す
。
体
調
を
崩
す
→
回
復
に
時
間
が
か
か
る
→
身
体
機
能
低
下

→
メ
ン
タ
ル
面
低
下
→
食
欲
低
下
→
低
栄
養
状
態
と
い
っ
た 

悪
循
環
が
見
ら
れ
ま
す
。 

実
際
、
当
施
設
で
も
中
・
高
リ
ス
ク
の
人
が
多
く
を
占
め
て
お

り
、
常
に
課
題
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。
食
事
一
つ
を
と
っ
て

も
、
口
腔
機
能
や
器
官
の
状
態
、
食
事
の
形
態
な
ど
に
よ
り 

栄
養
の
吸
収
量
は
大
き
く
異
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
「
何
を
、

ど
の
く
ら
い
、
ど
の
よ
う
に
」
摂
取
し
、
体
調
や
嗜
好
、
メ
ン

タ
ル
等
々
、
低
栄
養
を
防
ぐ
上
で
他
職
種
の
視
点
が
と
て
も 

必
要
と
な
り
ま
す
。
結
果
、
色
々
な
情
報
を
持
っ
て
検
討
す
る

こ
と
で
適
切
な
対
処
が
可
能
と
な
り
、
水
際
で
問
題
に
気
が
つ

く
こ
と
も
出
来
る
の
で
す
。
あ
る
一
人
の
栄
養
状
態
を
見
た
だ

け
で
も
、
た
と
え
ば
看
護
士
「
脱
水
が
あ
る
の
で
、
潜
在
的
な

栄
養
不
良
が
あ
る
か
も
」
介
護
福
祉
士
「
家
族
が
疎
遠
な
の
で

メ
ン
タ
ル
面
で
食
欲
低
下
」
「
○
○
は
好
き
、
○
○
は
苦
手
」

「
○
○
で
ム
セ
が
あ
る
」
「
夜
覚
醒
し
て
い
て
朝
は
起
き
ら
れ

な
い
」
等
、
栄
養
士
だ
け
で
は
到
底
分
析
で
き
よ
う
も
な
く
、

他
職
種
の
連
携
、
他
職
種
協
同
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。 

 

「
栄
マ
ネ
」
を
通
じ
て
、
他
職
種
の
立
場
に
立
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
責
務
、
苦
労
を
想
像
し
な
が
ら
、
自
分
に
出
来
る

こ
と
を
考
え
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

食
事
介
助
に
直
接
関
わ
っ
て
い
る
の
は
介
護
ス
タ
ッ
フ
で
あ

り
、
は
た
し
て
自
分
に
は
何
が
出
来
る
の
か
、
ま
ず
は
安
全
で

美
味
し
い
食
事
の
提
供
、
そ
の
う
え
で
栄
養
価
、
食
形
態
、 

食
器
の
工
夫
な
ど
、
他
職
種
に
専
門
的
支
援
を
依
頼
し
な
が
ら

個
々
の
食
事
内
容
を
組
み
立
て
栄
養
管
理
を
行
い
、
利
用
者
や

そ
の
家
族
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
っ
た
ケ
ア
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「
食
」
は
生
き
る
こ
と
、
命
を
つ
な
ぐ
生
命
の
源
で
あ
り
、

「
食
べ
ら
れ
る
」
こ
と
で
生
き
る
力
や
意
欲
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

利
用
者
が
健
康
を
維
持
し
、
楽
し
く
充
実
し
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
色
々
と
学
ば
せ
て
い
た
だ

き
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
学
校
を
卒
業
後
、
介
護
の
分
野
で
は
な
い 

現
場
で
働
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
段
々
と
「
自

分
は
何
が
や
り
た
い
の
か
」
「
何
が
出
来
る
の
か
」

「
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
」

を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
介
護
の
仕
事
（
高
齢
者
の

栄
養
ケ
ア
）
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

数
年
前
、
夢
が
か
な
っ
て
介
護
施
設
で
勤
務
で
き

る
こ
と
と
な
り
、
改
め
て
こ
の
仕
事
に
や
り
が
い
と

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
介
護
施
設
は
利
用
者
の
家
と

同
様
に
生
活
の
場
で
あ
り
、
そ
こ
に
密
着
で
き
る
と

い
う
こ
と
、
高
齢
者
に
と
っ
て
「
食
べ
る
」
こ
と
は

楽
し
み
で
あ
り
、
「
食
べ
ら
れ
る
」
こ
と
は
元
気
の

証
で
あ
り
、
そ
の
生
き
る
た
め
に
必
要
な
「
食
べ

る
」
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
い
こ
と

だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
新
米
で
は
あ
り
ま
す

が
、
毎
日
勉
強
と
奮
闘
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

 

常
日
頃
、
介
護
福
祉
士
の
皆
様
に
は
教
え
て
い
た

だ
く
こ
と
ば
か
り
で
す
。
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に 

寄
り
添
い
、
そ
の
人
の
生
活
面
、
体
調
、
性
格
、 

か
ゆ
い
と
こ
ろ
ま
で
わ
か
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
関
わ

り
に
い
つ
も
頭
が
下
が
り
、
そ
の
よ
う
な
ス
タ
ッ
フ

と
一
緒
に
働
け
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
く
、
そ
し
て

励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

二
〇
〇
五
年
に
介
護
保
険
制
度
が
改
定
し
、
「
栄

養
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

で
、
栄
養
士
の
仕
事
も
食
事
を
提
供
す
る
と
い
う 

給
食
管
理
中
心
の
業
務
か
ら
個
々
の
人
を
中
心
と
し

た
業
務
に
変
わ
り
、
他
職
種
の
連
携
が
さ
ら
に
重
要

な
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
こ
の
場
を
借
り
て
、

日
々
行
わ
れ
て
い
る
「
栄
養
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト 

 

「
莢
風
・
今 

介
護
福
祉
士
に
伝
え

た
い
こ
と
」
は
今
号
で
終
了
と
な
り

ま
す
。 

 

最
後
は
、
管
理
栄
養
士
の
梶
原 

 
 

治
美
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。 

＝
栄
マ
ネ
」
に
つ
い
て
、
栄
養
士
の
立
場
か
ら
少
し
お
伝
え

す
る
こ
と
が
出
来
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
栄
マ
ネ
」
は
、
入
所
者
一
人
ひ
と
り
の
栄
養
健
康
状
態

に
着
目
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、
個
々
人
に
最
適
な
栄
養

ケ
ア
を
行
い
、
そ
の
方
法
手
順
な
ど
が
効
率
的
に
行
え
る
よ

う
、
施
設
長
管
理
の
も
と
、
他
職
種
が
共
同
し
て
行
う
体
制

を
言
い
ま
す
。
そ
の
中
心
を
担
う
の
が
栄
養
部
門
で
す
。 

栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
よ
り
入
所
者
の
栄
養
に
関
す
る
課
題

を
分
析
し
、
そ
の
課
題
に
基
づ
い
て
栄
養
ケ
ア
を
提
案
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
居
室
部
門
（
看
護
・
介
護
）
で
あ
る
他
職

種
と
連
携
し
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で
あ

り
、
当
施
設
で
も
特
に
介
護
福
祉
士
の
方
に
は
利
用
者
の 

身
長
・
体
重
・
摂
取
状
況
・
本
人
や
家
族
の
要
望
・
本
人
の

意
欲
や
食
生
活
状
況
・
生
化
学
デ
ー
タ
等
、
多
く
の
情
報
を

収
集
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
も
と
に
本
人
に
合
っ
た
ケ
ア

計
画
、
栄
養
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。 

「
栄
マ
ネ
」
と
は
、
利
用
者
に
単
に
食
事
を
提
供
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
個
々
の
人
そ
れ
ぞ
れ
に
寄
り
添
っ
た
関
わ
り
を

す
る
こ
と
で
、
そ
の
人
の
生
き
方
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
、

そ
の
人
ら
し
く
尊
厳
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
た
め
の
身
体
を

保
つ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
る
こ
と
が
基
本
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
は
加
齢
に
伴
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
食
欲
不
振
・ 

低
下
か
ら
も
低
栄
養
や
脱
水
を
起
こ
し
や
す
く
、
身
体
機
能

の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
在
宅
で
は
な
く
高
齢 



 

 

 

   

○
平
成
二
七
年
度 

 

一
般
社
団
法
人
千
葉
県
介
護
福
祉
士
会 

通
常
総
会 

 

平
成
二
七
年 

五
月
二
四
日
（
日
）
千
葉
県
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 

○
平
成
二
七
年
度 

日
本
介
護
学
会
（
千
葉
県
） 

 

平
成
二
七
年 

一
〇
月
三
〇
日
（
金
） 

千
葉
県
教
育
会
館 

 
 
 
 
 
 
 

一
〇
月
三
一
日
（
土
） 

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
菜
の
花 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

一般社団法人 
 

千葉県介護福祉士会 

〒260-0026 

千葉市中央区千葉港 4-3 

千葉県社会福祉センター 

3階 

 

TEL: 

043-248-1451 

 

FAX: 

043-248-1515 

 

E-MAIL: 

Kai5niji@poem.ocn.ne.jp 

 
編集：広報委員会・広報委員長 

知りたい情報等がありました

ら、上記メールアドレスに 

お知らせください！ 

編集後記 
 卒業と入学と花粉症の季節がやってきました。子供の卒園式では泣きませんでしたが、この時期は 

常日頃から涙目・・・。変わり果てた体型に合うスーツがなくて、冷や汗＆涙目・・・。 

 真新しいランドセルを背負った子供を見て、入学式は今度こそ純粋に泣けるかしら・・・？ 

（岩） 

事務局だより 

会
員
数
（
七
五
二
名
） 三

月
一
日 

現
在 

東
葛
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 
 
 

一
六
四
名 

 

千
葉
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 
 
 

一
六
五
名 

 

君
津
・
安
房
ブ
ロ
ッ
ク 

 
  

八
六
名 

 

東
部
ブ
ロ
ッ
ク 

 
  

 
 
 

七
四
名 

 

南
部
ブ
ロ
ッ
ク 

 
  

 
 
 

六
四
名 

 

北
総
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 
 
 

一
九
九
名 

 

○
住
所
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、 

変
更
届
（
会
員
の
栞
に
添
付
さ
れ
て
い
ま
す
）
に
記
入
を

し
て
、
事
務
局
へ
送
っ
て
下
さ
い
。 

※
ク
ロ
ネ
コ
メ
ー
ル
便
を
利
用
し
て
い
ま
す
。 

郵
便
局
へ
の
住
所
変
更
で
は
届
き
ま
せ
ん 

○
退
会
の
希
望
を
さ
れ
る
方
は
、
退
会
届
（
会
員
の
栞
に

添
付
さ
れ
て
い
ま
す
）
に
記
入
を
し
て
、
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
事
務
局
へ
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

全
国
大
会
等 


